
































































































































































































が設立された2000年から 7 年後には，オーストラリアでは 3 大学，
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る」（Fredrickson 1998, 2001）とする拡張―形成理論（図 1 ）の
援用によって，教員養成課程におけるピアノ実技指導理論の定義と
して論理付けられると考えた。
　また，教育学分野のうち臨床教育学における指導理念である「学
習とはそこに参加した結果としてその子どもなりに行われるもの
であるべきである」（小林ら 2002）や，同じく教育学分野における
ID理論の，「教師は教育中，学習者の動機づけのために終始学習者
の注意を引きつける必要がある」（Dick 2001／角訳 2004）との主
張は，学習者の意欲に関する考察であり，「頭と手を結びつける小
さなステップ」を指導に取り入れることによって学生の学習意欲を
引き出す指導理念（若菜ら 2006）と一致すると判断した。
　⒀　 その他の教員養成課程におけるピアノ実技指導に関する指導
理念
　「ピアノ演奏の基本動作である椅子に座る際の正しい姿勢を身に
つけることが重要」（竹内 2006），「身につけるべき良い姿勢とは人
間の身体の構造に逆らわない姿勢に近い」（森田ら2008），「学習者
は楽譜に記されている内容を認知しそれを筋肉の運動に反応させる
繰り返しであること，を認知する必要がある」（竹内 2006），「『読
譜の連続置き換え作業（江口 1983）』の習得が必要」（高橋 2009），
「読譜力をつけることが必要」（荻田 2011），「手指の柔軟性の指導
が必要」（荻田 2012），「単に弾き歌いができるだけでなく歌心のあ
る演奏技術をもたせるための指導が必要」（新海 2012）等について
は，本研究の調査では，それらと一致する他分野の指導理論および
指導理念を示すには至らなかった。
　しかしこれらは，教員養成課程において実際にピアノ実技指導に
当たる指導者による指導理念であることから，教員養成課程におけ
るピアノ実技指導に特化した指導理念であると判断した。今後，教
員養成課程におけるピアノ実技指導が，統一された定義をもち指導
理論が体系化されようとする際に必要となる事柄であると考えた。
　主な結果は次のとおりであった。
　先行研究の中から精査した，教員養成課程におけるピアノ実技指
導理論の基となる指導理念の多くが，他分野における指導理論およ
び指導理念と，その本質的な部分において一致することが明らかに
なった。
3 ）教員養成課程におけるピアノ実技指導理論の定義の検討
　教員養成課程におけるピアノ実技指導者による指導理念と，他分
野において確立された指導理論とにおいて本質的に一致する部分が
認められたことに基づき，教員養成課程におけるピアノ実技指導に
対し，以下の 2 つを定義する。
　 1 　教員養成課程におけるピアノ実技指導の定義
　音楽の基礎知識のみならず，教職および保育職の専門性を十分に
併せ持った内容であると共に，学習者が段階を踏んで学習を進め
られるように設定され，なおかつ学習者から学習意欲を引き出し，
個々人の学習上の問題を解決に導くものを教員養成課程におけるピ
アノ実技指導と定義する。
　 2 　教員養成課程におけるピアノ実技指導者の定義
　音楽的な専門性のみならず，教職および保育職に特化したピアノ
演奏技術に精通しており，普段はとくに意識することのない習慣化
した自らのピアノ演奏技術について細部にわたるまで認識し，「授
業」ではなく「学習者の理解」をこそ段階的に進めていく者を，教
員養成課程におけるピアノ実技指導者と定義する。
4 ．まとめ
1 ） 教員養成課程におけるピアノ実技指導理論の定義付けの必要
性
　その論題から，教員養成課程におけるピアノ実技指導理論に関す
る内容と判断した先行研究について考察した結果，論題と本文の内
容とが必ずしも一致しないことを認めた。
　論題と本文の内容とが一致しない先行研究が多く認められる事態
が確認されたことにより，教員養成課程におけるピアノ実技指導理
論がこれまで定義されていないことが示唆された。
　しかし，教員養成課程におけるピアノ実技指導理論の基となる指
導理念は，確固たる理論に基づいていないものの，教員養成課程の
ピアノ実技指導者による，ピアノ実技指導実践報告やピアノ実技指
導に関する問題提起，すなわち先行研究の中に見受けられたため，
教員養成課程におけるピアノ実技指導理論に関する先行研究を精査
および分類した結果，教員養成課程におけるピアノ実技指導理論の
基となる指導理念と思われる，指導者の主張が明らかになった。
　したがって，教員養成課程におけるピアノ実技指導理論を体系化
していくためには，教員養成課程におけるピアノ実技指導の定義に
ついて検討する必要があると判断した。
2 ）他分野における指導理論および指導理念
　教員養成課程における体育分野の実技指導理論の基となる指導理
念と，言語学分野から第二言語習得研究における指導理論，加えて
心理学分野のうち，行動コーチングの技法（理論）であるGROW
モデルと認知行動コーチングにおける技法（理論）であるSPACE
モデル，ABCモデル，そして教育学分野から臨床教育学における
指導理論（理念）および教育工学の視点によるID理論が，本研究
への援用が可能である指導理論（理念）と判断した。
3 ）教員養成課程におけるピアノ実技指導理論の定義
　これまで統一された定義が認められなかった「教員養成課程にお
けるピアノ実技指導」に対し，「教員養成課程におけるピアノ実技
指導」，ならびに「教員養成課程におけるピアノ実技指導者」の二
点に分けて定義した。
おわりに
　今後は，本研究の結果を踏まえて，教員養成課程におけるピアノ
実技指導研究がよりどころとする，教員養成課程におけるピアノ実
技指導理論の体系化を検討したい。
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